
                                  

             

  
 

    
 

             
     

 
  

     

年
度 

産
ビ 

普
通 

産
ビ 

普
通 

産
ビ 

普
通 

産
ビ 

普
通 

産
ビ 

普
通 

学 

科 

2 3 0 0 1 5 3 7 3 4 合
格
者
数 5 0 6 

 

7 

琉
球
大
（
農
）・
高
知
大
（
教
育
） 

県
立
広
島
大
（
保
健
福
祉
）
・
山
口
県
立
大
（
看
護

栄
養
）・
尾
道
大
（
経
済
情
報
） 

 

高
知
大
（
教
育
） 

尾
道
大
（
経
済
情
報
）・
兵
庫
県
立
大
（
経
営
）・ 

山
口
県
立
大
（
国
際
文
化
）・
島
根
県
立
大
（
総
合 

政
策
）・
広
島
市
立
大
（
情
報
科
学
） 

高
知
大
（
教
育
）・
島
根
大
（
生
物
資
源
科
学
）・ 

県
立
広
島
大
（
生
命
環
境
） 

岡
山
大
②
（
経
済
・
環
境
理
工
）
島
根
大
（
医
）・ 

高
知
大
（
教
育
）
県
立
広
島
大
②
（
人
間
文
化
・ 

生
命
環
境
）・
下
関
市
立
大
（
経
済
） 

鹿
児
島
大
（
農
）・
島
根
大
（
生
物
資
源
科
学
）・ 

県
立
広
島
大
（
生
命
環
境
） 

神
戸
市
立
外
国
語
大
（
外
国
語
）
・
県
立
広
島
大
②

（
経
営
情
報
・
生
命
環
境
）・
尾
道
大
（
経
済
情
報
） 

大
学
名
（
学
部
） 

  

Ｈ22度卒 Ｈ21度卒 Ｈ18度卒 
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今
春
も
油
木
高
卒
業
生
が
頑
張
り
ま
し
た
！ 

 
 

７
名
が
国
公
立
大
へ
見
事
合
格
！ 

 
 
 

合
格
率
（
一
九
％
）
で
は 

決
し
て
大
規
模
校
に
負
け
て
い
ま
せ
ん 

 

平
成
23
年
度  

油
木
高
校
卒
業
生
の 

進

路

決

定

状

況 

☆
岡
山
大
学(

環
境
理
工
学
部)  

 
 

 

【
普
通
科
・
豊
松
中
】 

☆
山
口
大
学(

経
済
学
部)  

 
 
 
 

 

【
普
通
科
・
油
木
中
】 

☆
県
立
広
島
大
学(

保
健
福
祉
学
部)   

【
普
通
科
・
神
石
中
】 

☆
島
根
大
学(

教
育
学
部)  

 
 
 
 

 

【
普
通
科
・
油
木
中
】 

☆
島
根
大
学(

教
育
学
部)  

 
 
 
 

 

【
普
通
科
・
豊
松
中
】 

☆
鳥
取
大
学(

工
学
部)  

 
 
 

     

【
普
通
科
・
油
木
中
】 

☆
兵
庫
県
立
大
学(

理
学
部)  

 
 
 

 

【
普
通
科
・
三
和
中
】 

推 薦 一 般 

合
格
し
た
主
な
私
大
・
短
大
・
専
門
学
校 

東
京
農
業
大
・
関
西
外
国
語
大
・
南
九
州
大
・
新

見
公
立
短
大
・
広
島
国
際
学
院
自
動
車
短
大
・
今

治
明
徳
短
大
・
県
立
農
業
技
術
大
学
校
・
県
立
三

次
看
護
専
門
・
岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ

ー
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
広
島
医
療
福
祉
専

門
・
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
専
門
・
広
島
福
祉
専
門
・
履

正
社
医
療
ス
ポ
ー
ツ
専
門
・
タ
キ
イ
研
究
農
場
付

属
園
芸
専
門 

東
京
女
子
体
育
大
・
関
西
大
・
環
太
平
洋

大
・
吉
備
国
際
大
・
岡
山
商
科
大
・
修
道

大
・
安
田
女
子
大
・
広
島
経
済
大
・
福
山

大
・
福
山
平
成
大
・
島
根
県
立
大
短
大
・

福
山
職
業
能
力
開
発
短
大
・
美
作
大
短

大
・
山
陽
学
園
短
大
・
作
陽
音
楽
短
大
・

大
阪
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
・
福
嶋

リ
ハ
ビ
リ
専
門
・
岡
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
・
広
島
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
専
門
・

ト
リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
広
島
医
療
福
祉
専

門
・
穴
吹
情
報
デ
ザ
イ
ン
専
門
・
穴
吹
ビ

ュ
ー
テ
ィ
専
門
・
穴
吹
調
理
製
菓
専
門
・

広
島
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
・
ち
ば
愛
犬
動

物
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
・
大
阪

ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門 

産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科 

普 

通 

科 

就 

職 

先 

自
衛
隊
・
上
組
・
神
石
ト
ラ
ス
ト
・
出
原
興
業
・

エ
フ
ピ
コ
ピ
ッ
キ
ン
グ
・
油
木
作
業
所
・
映
ク

ラ
・
ビ
ー
ブ
ル
神
石
三
和
・
エ
ク
セ
ル
・
レ
イ
ン

ボ
ー
フ
ァ
ー
ム
神
石
高
原
・
東
城
ポ
ー
ト
リ
ー
・

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
・
竹
信
牧
場 

   

油
木
高
校
の
過
去
5
年
間
の 

国
公
立
大
学
へ
の
合
格
者
数 

 

Ｈ20度卒 Ｈ19度卒 過
去
５
年
間
の
進
学
し
た
主
な
四
年
制
私
立
大 

 

東
京
農
業
大
・
東
京
女
子
体
育
大
・
佛
教
大
・
東
海
大
・
関
西
学
院
大
・
立
命
館
大 

近
畿
大
・
甲
南
大
・
武
庫
川
女
子
大
・
近
畿
医
療
福
祉
大
・
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大

京
都
精
華
大
・
京
都
橘
大
・
創
価
大
・
関
西
国
際
大
・
関
西
福
祉
大
・
大
阪
人
間
科
学
大 

就
実
大
・
く
ら
し
き
作
陽
大
・
吉
備
国
際
大
・
岡
山
商
科
大
・
中
国
学
園
大 

岡
山
学
院
大
・
広
島
工
業
大
・
広
島
修
道
大
・
広
島
文
教
女
子
大
・
広
島
国
際
大 

安
田
女
子
大
・
広
島
経
済
大
・
広
島
国
際
学
院
大
・
広
島
都
市
学
園
大
・
福
山
大 

平
成
大
・
徳
島
文
理
大
・
四
国
大
・
九
州
産
業
大 

な
ど 

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
先
ず
授
業
を
集
中

し
て
受
け
る
」
こ
と
。
そ
し
て
、
予
習
・
復
習

に
取
組
む
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

高
校
生
活
で
大
切
な
こ
と
は
，
自
信
を
持
っ
て

自
分
の
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
を
３
年
間
で

身
に
付
け
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
が
私

に
は
大
学
受
験
で
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

し
た
。
地
元
の
高
校
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ク
ラ

ブ
も
勉
強
も
思
い
っ
き
り
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
の
先
生
や
仲
間
の
お

か
げ
で
大
学
合
格
が
出
来
ま
し
た
。  

Ｈ
２３
年
度
油
木
高
卒
業
生
か
ら
中
学
生
の
皆
さ
ん
へ 

中
学
で
し
っ
か
り
と
基
礎
を
培
っ
て
お

く
と
、
高
校
で
の
学
習
が
と
て
も
楽
で
す
。

私
は
ク
ラ
ブ
で
忍
耐
力
が
付
い
た
か
ら
、
大

学
受
験
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
是
非
高
校
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
も

頑
張
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
油
木
高
校
は
学

習
面
・
ク
ラ
ブ
面
共
に
頑
張
れ
る
環
境
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
高
校
に
行
っ

た
か
よ
り
も
、
高
校
で
何
を
ど
れ
だ
け
頑
張

っ
た
か
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。  

私
は
濃
い
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
勉
強
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
高

い
仲
間
が
い
て
、
共
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
頑
張

れ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
他
の
高
校
に
は
な
い
油

木
高
な
ら
で
は
の
一
流
進
学
塾
の
通
信
衛
星
授

業
が
受
け
ら
れ
、
本
当
に
お
得
で
受
験
勉
強
に
と

て
も
役
立
ち
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
は
「
日
々
の

授
業
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
一
番
に
心
が
け
て

や
っ
た
こ
と
が
、
色
々
な
面
に
役
立
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
も
悔
い
な
く
頑
張
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。  

 

産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
、
普
通
科
で
は
味

わ
え
な
い
素
晴
ら
し
い
体
験
が
い
ろ
い

ろ
で
き
ま
す
。 

決
し
て
農
業
ば
か
り
で

は
な
く
、
大
学
へ
進
学
し
よ
う
と
思
え

ば
、
自
分
の
気
持
ち
次
第
で
そ
れ
は
可
能

に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

高
校
３
年
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
出
来
る
だ
け
早
い
う
ち
か
ら

３
年
後
の
目
標
を
持
っ
て
、
毎
日
努
力
す

る
こ
と
で
す
。
自
分
次
第
で
夢
は
実
現
す

る
と
思
い
ま
す
。  

 

山口大学 

（経済学部） 

島根大学 

(教育学部) 

岡山大学 
(環境理工学部) 

 

東京農業大学 
(国際食料情報学部) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011.10.15 

タイトル名は三和中３年生の作品です 

－全国・世界へ羽ばたく油木高校生 － 

仙養ヶ原ふれあいの里 

中国高校陸上競技選手権大会 

男子４００ｍ 第３位（ｲﾝﾀｰﾊｲ出場） 

平戸木 公太 君 （普通科 ２年） 

高校生平和大使(ｽｲｽ･ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ訪問)として 

川﨑 有希さん （普通科 ３年） 

全国高等学校総合文化祭  (富山大会) 

ボランティア部門 広島県代表として  

神部 八衣さん・大杉 幸恵さん・井上 稔之 君 (普通科 ２年) 

日中国交正常化４０周年記念事業 

「中国縦断ふれあいの旅」親善大使として 

内藤 哲也 君 （産業ビジネス科 ２年） 

詳細は次ページをご覧ください 



 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神石高原町連携型中高一貫教育の基本理念 

～ 地域の教育力を生かしながら，生徒一人一人の能力や可能性を伸ばし， 

確かな学力の定着をめざすと共に，ふるさとを愛する心や未来を拓く人材を育成する。 ～ 

連 携 の テ ー マ    共 創 の 教 育 で ， 町 の 未 来 を 拓 く 生 徒 の 育 成 
「共創の教育」とは    

学校・家庭・地域が共に子どもの教育に関心を寄せ，支援していく営み。 

 

平成２４年度 全国高等学校総合体育大会 
陸上 男子 ４００ｍ 

油木高校 平戸木 公太 君（２年生） 

油
木
高
校 

平
戸
木
公
太
君

（
２
年
）
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
す
る
。 

昨
年
の
夏
か
ら
陸
上
部
に
入

部
し
、
走
る
た
び
に
速
く
な
る
。 

「
陸
上
は
ち
ゃ
ん
と
練
習
し
た

だ
け
、
い
い
結
果
が
は
っ
き
り
出

る
。
面
白
い
」
。
成
長
が
物
語
る
。 

５
月
の
広
島
県
総
体
で
優
勝
、

６
月
の
中
国
高
校
選
手
権
で
は

48
秒
38
の
自
己
ベ
ス
ト
を
マ
ー

ク
し
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
こ

の
タ
イ
ム
は
昨
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
８
位
に
相
当
す
る
。 

陸
上
で
油
木
高
校
が
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
の
は
13
年

ぶ
り
の
快
挙
。
期
待
が
高
ま
る
。 

大
会
は
７
月
29
日
（
日
）
か
ら

８
月
２
日
（
木
）
ま
で
新
潟
県
の

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
。 

全国へ挑む！ 

「まだ記録は出せる」 

３
位
入
賞 

長
崎
市
の
市
民
団
体
「
高
校
生

平
和
大
使
派
遣
委
員
会
」
は
、
核

兵
器
廃
絶
の
た
め
集
め
た
署
名

を
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連

欧
州
本
部
に
届
け
る
第
15
代
高

校
生
平
和
大
使
の
一
員
に
、
油
木

高
校 

川
﨑
有
希
さ
ん
（
３
年
）

を
任
命
し
た
。 

曽
祖
父
が
広
島
市
で
間
接
的

に
被
爆
を
体
験
し
た
と
い
う
川

﨑
さ
ん
は
、
８
月
の
同
本
部
で
の

演
説
で
「
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

思
い
を
伝
え
た
い
」
と
思
い
を
募

ら
せ
て
い
る
。 

先
月
、
長
崎
市
で
行
わ
れ
た
結

団
式
で
は
、
平
和
大
使
の
先
輩
た

ち
や
、
広
島
の
メ
ン
バ
ー
と
も
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
語
り

合
い
、
「
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

平
和
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る

機
会
に
な
っ
た
」。 

来
月
に
は
、
曽
祖
父
の
体
験

と
、
反
戦
や
核
廃
絶
の
願
い
を
世

界
に
訴
え
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
る
。 

高
校
生
平
和
大
使
は
、
イ
ン
ド

と
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験
を
き

っ
か
け
に
１
９
９
８
年
に
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
約
70
人
が
務
め

た
。
任
期
は
１
年
間
で
、
８
月
下

旬
に
国
連
欧
州
本
部
を
訪
れ
る
。

ほ
か
に
、
任
期
中
は
署
名
集
め
な

ど
平
和
活
動
に
も
取
り
組
む
。 

平
和
大
使
に
任
命 

「
被
爆
者
の
思
い 

世
界
に
」 

油
木
高
校 

川
﨑 

有
希 

さ
ん
（
３
年
生
） 

曽祖父の被爆 

世界で語る 
高
校
生
平
和
大
使
に
選
ば
れ
た
川
﨑
さ
ん 

 

 

 

日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
記
念
事
業 

「
中
国
縦
断 

ふ
れ
あ
い
の
旅
」
参
加 

油
木
高
校 

内
藤 

哲
也 

君
（
２
年
生
） 

２０１２ 

日中国民交流友好年 
新たな出会い、心の絆 

２
０
１
２
年
は
日
中
国
交
正

常
化
40
周
年
に
あ
た
る
。 

こ
れ
を
機
に
、
日
中
両
国
間
の

交
流
と
相
互
理
解
の
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
、
外
務
省
な
ら
び

に
経
済
界
を
は
じ
め
と
す
る
各

界
で
構
成
さ
れ
る
記
念
事
業
実

行
委
員
会
が
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

の
体
制
で
、
幅
広
い
分
野
で
の
各

層
間
の
交
流
事
業
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。 

そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
に
「
日
中

国
民
交
流
友
好
年
」
親
善
大
使
の

俳
優 

関
口
知
宏
氏
と
行
く
「
中

国
縦
断 

ふ
れ
あ
い
の
旅
」
が
あ

り
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
５
人
の

高
校
生
が
一
緒
に
中
国
を
旅
す

る
。 そ

の
旅
人
の
一
人
に
、
油
木
高

校 

内
藤
哲
也
君
（
２
年
）
が
選

ば
れ
た
。 

７
月
30
日
（
月
）
か
ら
８
月
12

日
（
日
）
の
２
週
間
の
旅
で
、
た

く
さ
ん
の
中
国
の
若
者
た
ち
と

出
会
い
、
未
来
へ
の
「
絆
」
を
作

り
に
旅
す
る
。 

旅
人
に
選
ば
れ
た
内
藤
君 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
む
全
国
の
高
校
生
が
一
堂
に

会
し
、
活
動
報
告
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
て
交
流
す
る
「
第

36
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
」
に
油

木
高
校 

井
上
稔
之
君
（
２
年
）

大
杉
幸
恵
さ
ん
（
２
年
）
神
部
八

衣
さ
ん
（
２
年
）
が
参
加
す
る
。 

富
山
の
豊
か
な
自
然
や
文
化

に
つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を
広

げ
る
取
り
組
み
を
行
う
。 

大
会
は
８
月
８
日
（
水
）
か
ら

12
日
（
日
）
ま
で
富
山
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
。 

平戸木君（中央）中国高校選手権で快走 

ボランティア部門 参加 

 
全国高総文祭とやま 2012に参加する 

（左から）神部さん、大杉さん、井上君 

 

花
咲
く
神
石
高
原
町 

ミ
ツ
バ
チ
の
里
夢
プ
ラ
ン 

昨
年
の
観
光
甲
子
園
で
、
蜂
蜜

を
使
っ
た
観
光
企
画
が
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
い
た
油
木
高
校
産
業

ビ
ジ
ネ
ス
科
の
プ
ラ
ン
の
一
部

が
神
石
高
原
ホ
テ
ル
に
採
用
さ

れ
た
。
生
徒
が
採
取
し
た
蜂
蜜
を

使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
を
味
わ
え
、
蜂

蜜
入
り
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
。 

耕作放棄地で養蜂・採密 

神石高原ホテルで採密の実演 

左から河上さん、大石さん  


